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が
現
れ
た
。
作
者
で
あ
る
頼
慶
は
、
流
麗
な
中
国
白
話
文
に
よ
っ
て
、
連

載
三
ヶ
月
、
総
文
字
数
約
五
万
字
の
こ
の
小
説
を
執
筆
し
、
九
月
一
日
に

は
、
別
に
三
百
回
に
も
及
ぶ
日
本
語
長
編
小
説
「
女
性
の
悲
曲
」
を
連
載

し
て
い
る
。
頼
慶
と
い
う
こ
の
流
星
の
ご
と
く
現
れ
そ
し
て
消
え
て
い
っ

た
作
家
と
は
誰
な
の
か
？
「
美
人
局
」
は
、
ま
た
い
か
な
る
メ
デ
ィ
ア

環
境
の
下
で
産
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
？

　

新
民
報
は
日
刊
紙
発
行
後
、
絶
え
ず
『
台
湾
青
年
』
か
ら
『
台
湾
』、

『
台
湾
民
報
』
へ
と
十
数
年
に
及
ぶ
民
族
運
動
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
輝
け

る
歴
史
を
標
榜
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
、
一
九
二
〇
年
後
期
に
絶
え
ず

左
右
に
分
化
し
て
い
た
民
族
運
動
の
中
に
お
い
て
、
と
う
に
『
台
湾
大
衆

時
報
』
な
ど
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
締
め
出
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
た
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
日
刊
紙
発
行
後
の
現
実
は
さ
ら
に
同
紙

一
　
は
じ
め
に

　

一
九
三
二
年
一
月
、『
台
湾
新
民
報
』（
略
称
：
新
民
報
）
は
日
刊
紙
発

行
の
許
可
を
得
る
と
、
四
月
一
五
日
に
刊
行
さ
れ
、
紙
面
は
中
国
語
を
主

体
に
、
日
本
語
が
三
分
の
一
を
占
め
た
。
日
刊
紙
発
行
当
初
、
学
芸
部
長

の
黄
周
は
、
林
攀
龍
、
頼
和
、
陳
満
盈
、
謝
星
楼
の
四
名
の
編
集
員
を
置

き
、
七
面
あ
る
い
は
八
面
に
中
文
文
芸
欄
を
、
六
面
に
日
文
文
芸
欄
を
設

け
た
。
同
紙
は
一
九
四
〇
年
一
月
一
日
以
前
の
散
逸
が
深
刻
で
あ
り
、
文

芸
欄
は
一
九
三
二
、
一
九
三
三
年
の
日
刊
初
期
の
数
ヶ
月
分
が
存
在
す
る

の
み
で
あ
る（

1
）。

　

一
九
三
三
年
五
月
、
日
刊
化
後
一
年
し
て
ま
も
な
く
、
漢
文
欄
に
日
本

内
地
人
が
台
湾
人
留
学
生
を
詐
欺
に
か
け
る
新
聞
小
説

―
「
美
人
局
」

特
集
　
一
九
三
〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
大
衆
文
化

『
台
湾
新
民
報
』
の
右
転
回
　
　
頼
慶
と
新
民
報
日
刊
初
期
の
モ
ダ
ン
化
文
芸
欄

柳
書
琴
／
訳
・
佐
藤
賢
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が
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
第
三
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
関
心
を

喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
台
湾
の
菊
池
寛
」
を
志
向
し
た
作
家
頼

慶
を
取
り
上
げ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
抑
圧
の
下
、
行
動
力
を
失
っ
た
民
族
運

動
左
派
と
地
方
自
治
運
動
へ
後
退
し
た
民
族
運
動
右
派
の
両
者
の
争
い
が

日
刊
文
芸
欄
の
位
置
づ
け
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

「
頼
慶
の
発
掘
」
を
と
お
し
て
、
筆
者
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
文
芸
誌
と

新
聞
文
芸
欄
の
分
化
、
新
民
報
日
刊
の
右
転
回
を
描
き
出
し
、
同
紙
文
芸

欄
が
当
局
の
圧
力
と
左
か
ら
の
批
判
と
い
う
挟
撃
の
中
で
い
か
に
大
衆
文

学
の
園
地
を
創
り
出
そ
う
と
し
た
の
か
、
政
治
運
動
衰
退
後
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
闘
争
が
い
か
に
後
退
し
て
文
壇
を
主
戦
場
と
し
た
の
か
、
そ
し
て
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
新
民
報
と
そ
の
文
芸
欄
へ
の
不
満
が
、
ま
た
い
か
に

文
学
場
に
お
け
る
同
盟
と
再
分
裂
を
刺
激
し
た
の
か
を
説
明
し
た
い
。

二
　
航
路
、
美
人
、
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ 

　
　
　
　

―
　

漢
文
欄
連
載
小
説
「
美
人
局
」

「
美
人
局
」
は
、
頼
慶
が
は
じ
め
て
日
刊
紙
の
連
載
を
獲
得
し
た
小
説
で
、

ま
た
彼
の
大
衆
小
説
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
作
品
で
あ
る
。
現
存

す
る
の
は
、
三
八
回
、
三
九
回
を
除
く
、
第
一
回
か
ら
四
十
四
回
で
、
一

九
三
三
年
五
月
一
一
日
か
ら
七
月
八
日
に
か
け
て
連
載
さ
れ
て
お
り
、
第

四
五
回
以
降
は
、
新
聞
紙
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
結
末
と
連
載
終

の
右
転
回
を
促
し
、「
台
湾
人
唯
一
の
言
論
機
関
」
と
い
う
本
土
言
論
大

手
は
新
し
い
社
会
現
実
の
中
で
新
し
い
針
路
を
模
索
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

新
民
報
は
、
日
刊
紙
発
行
当
初
、
少
な
く
と
も
以
下
の
三
つ
の
挑
戦
を

受
け
た
。
第
一
は
、
右
か
ら
の
も
の
で
、
台
湾
総
督
府
は
、
新
聞
・
雑
誌

を
管
理
、
検
閲
、
支
配
し
て
い
た
。
第
二
は
、
中
間
か
ら
の
も
の
で
、
映

画
、
ラ
ジ
オ
、
レ
コ
ー
ド
は
文
字
メ
デ
ィ
ア
と
競
合
関
係
に
あ
っ
た
。
第

三
は
、
左
か
ら
の
も
の
で
、
後
退
中
の
左
翼
陣
営
は
新
民
報
社
を
支
え
る

台
湾
地
方
自
治
連
聯
（
略
称
：
自
聯
）
の
穏
健
な
政
治
路
線
を
批
判
し
て

い
た
。
新
民
報
社
は
、
一
方
で
「
週
刊
紙
」
時
代
の
批
評
的
メ
デ
ィ
ア
の

伝
統
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
た
が
、
も
う
一
方
で
、「
日
刊
紙
」
の
即

時
性
や
大
衆
性
、
商
業
的
な
潜
在
力
を
掘
り
起
こ
し
、
エ
リ
ー
ト
階
層
か

ら
識
字
階
層
へ
と
読
者
層
を
拡
大
し
よ
う
と
試
み
た
。
社
説
は
、
一
貫
し

て
台
湾
人
の
立
場
を
反
映
し
た
急
進
的
な
論
調
に
よ
っ
て
、
民
族
運
動
の

メ
デ
ィ
ア
を
標
榜
す
る
外
観
を
な
し
て
い
た
が
、
文
芸
欄
は
、
大
衆
の
消

費
文
化
と
啓
蒙
的
教
化
の
伝
統
を
結
び
つ
け
、
大
衆
化
路
線
を
演
習
す
る

裏
庭
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
民
報
は
低
調
に
右
転
回
を
進
め
た
が
、

そ
の
変
化
の
容
貌
は
文
芸
欄
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
現
わ
れ
て
い
た
。

　

新
民
報
は
三
つ
の
挑
戦
に
直
面
し
た
が
、
第
一
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
李
承
機
の
精
緻
な
研
究
が
あ
る（

2
）。
第
二
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
芸
術
・
文
学
の
個
別
的
研
究
が
蓄
積
中
で
あ
り
、
総
合
的
な
解
釈

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
待
ち
た
い
。
第
三
の
も
の
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
研
究
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交
を
結
ぶ
と
預
金
通
帳
を
盗
み
去
る
。
そ
の
後
わ
ず
か
数
週
間
の
う
ち
に
、

百
合
子
は
色
香
で
巧
妙
に
渡
り
合
い
、
二
人
の
「
台
湾
の
大
若
旦
那
」
は

恋
敵
同
士
と
し
て
争
い
、
最
後
に
は
争
っ
て
台
湾
の
家
族
に
五
千
円
の
結

婚
準
備
金
を
支
度
す
る
よ
う
求
め
る
の
で
あ
っ
た
…
…
。

　

小
説
の
結
末
は
分
ら
な
い
が
、「
美
人
局
」
と
は
、
美
貌
を
餌
に
し
、

性
的
関
係
に
よ
っ
て
陥
れ
る
詐
欺
の
手
口
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
男
た
ち

は
お
そ
ら
く
人
も
財
産
も
な
く
し
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
誣
告
に
遭
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
台
湾
―
下
関
―
門
司
―
横
浜
―
東
京
と
い
う
「
東
京
へ

向
か
う
」
典
型
的
な
ル
ー
ト
の
、
そ
の
航
程
の
特
徴
お
よ
び
移
動
主
体
の

植
民
地
主
義
的
な
心
理
は
、
詐
欺
が
成
立
す
る
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
一

九
三
〇
年
以
降
内
地
と
台
湾
の
間
の
物
資
と
旅
客
の
移
動
は
日
増
し
に
は

げ
し
く
な
り
、
旅
客
は
春
の
行
楽
期
と
夏
休
み
の
前
後
に
集
中
し
、
満

員
・
定
員
オ
ー
バ
ー
が
常
態
化
し
て
い
た（

3
）。
小
説
中
の
学
業
を
怠
け
る

林
資
元
、
洪
明
宏
は
、
中
学
時
代
か
ら
日
本
へ
赴
い
て
い
る
日
台
航
路
上

の
常
客
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
追
風
（
謝
春
木
）
が
「
彼
女
は
何
処

へ
」（4
）に
お
い
て
描
き
出
し
た
女
性
解
放
を
提
唱
す
る
先
覚
者
と
は
異
な

り
、
彼
ら
は
一
九
三
〇
年
代
の
就
職
難
を
背
景
に
生
ま
れ
た
堕
落
し
た
台

湾
人
留
学
生
の
典
型
で
あ
っ
た
。

　

日
台
航
路
は
基
隆
か
ら
門
司
ま
で
七
四
〇
海
里
あ
り
、
航
行
時
間
は
約

四
六
〜
五
二
時
間
を
要
し
た
。
一
九
三
三
年
当
時
、
朝
日
丸
の
総
ト
ン
数

は
九
、
三
二
六
ト
ン
、
九
五
五
名
の
船
客
を
収
容
で
き
た
。
留
学
経
験
の

了
の
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
小
説
が
描
く
の
は
、
士
林
の
財
産
家
の

子
弟
で
日
本
の
慶
應
義
塾
大
学
経
済
科
一
年
生
の
台
湾
人
留
学
生
で
あ
る

林
資
元
が
、
夏
休
み
が
終
わ
り
船
に
乗
っ
て
東
京
に
帰
る
途
中
、
日
本
人

の
男
女
二
人
組
に
よ
る
詐
欺
に
遭
う
物
語
で
あ
る
。
保
険
会
社
の
外
交
員

を
自
称
す
る
中
年
の
男
「
中
村
」
と
日
本
女
子
大
学
の
学
生
と
い
う
二
十

歳
く
ら
い
の
女
「
百
合
子
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
門
司
か
ら
神
戸
の
内
海
航
路

と
神
戸
か
ら
東
京
の
鉄
道
の
道
中
に
お
い
て
、
台
湾
の
財
産
家
の
子
弟
に

ね
ら
い
を
定
め
て
詐
欺
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
鴛
鴦
詐
欺
師
は
、
兄
妹
を
装
っ
て
い
る
。「
兄
」
で
あ
る
中
村
は
、

内
海
航
路
上
で
裕
福
な
留
学
生
を
物
色
し
、
友
人
と
な
っ
て
、
神
戸
に
上

陸
し
た
後
に
自
宅
で
休
む
こ
と
を
勧
め
る
。
続
い
て
モ
ダ
ン
で
魅
惑
的
な

「
妹
」
で
あ
る
百
合
子
が
出
迎
え
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
出
会
い
が
演
出

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
人
は
連
れ
だ
っ
て
上
京
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
が
、
夜
行
列
車
の
中
で
、
百
合
子
は
媚
態
を
つ
く
り
、
夜
明
け
時
食
堂

車
の
通
路
で
転
ぶ
ふ
り
を
し
て
、
倒
れ
た
資
元
の
懐
か
ら
一
瞬
の
う
ち
に

財
布
を
盗
み
去
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
翌
年
の
三
月
、
資
元
と
慶
応

義
塾
大
学
予
科
の
学
生
で
、
財
産
四
十
余
万
円
の
台
湾
の
大
地
主
の
息
子

で
あ
る
洪
明
宏
は
、
東
京
で
「
中
村
兄
妹
」
と
偶
然
会
う
。
明
宏
も
ま
た

百
合
子
の
獲
物
で
あ
り
、
中
村
が
巧
妙
に
二
人
を
別
々
に
分
か
れ
さ
せ
る

と
、
明
宏
と
連
れ
だ
っ
て
銀
座
の
街
へ
女
遊
び
に
出
か
け
、
機
に
乗
じ
て

明
宏
の
財
布
を
盗
む
の
で
あ
っ
た
。
百
合
子
は
資
元
の
部
屋
へ
向
い
、
情
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美
人
局
は
、
当
時
の
台
湾
の
通
俗
小
説
に
お
い
て
よ
く
あ
る
話
の
タ
イ

プ
で
は
な
く
、
日
本
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
性
的
イ
メ
ー
ジ
を
餌
に
集
団
的

な
詐
欺
を
は
た
ら
く
物
語
と
し
て
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一

九
三
〇
年
代
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
留
学
生
の
越
境
的
移
動
現
象
を
題
材
に

し
た
小
説
は
、
リ
ズ
ム
は
明
快
、
文
章
は
扇
情
的
で
あ
り
、
帝
国
地
理
の

大
空
間
と
留
学
生
の
日
常
生
活
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
あ
り
あ
り
と
描
き
出
し
、

言
情
小
説
と
探
偵
小
説
の
長
所
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
頼
慶
は
一
つ
の
詐

欺
物
語
を
利
用
し
て
、
お
坊
ち
ゃ
ん
留
学
生
の
盲
目
的
な
モ
ダ
ン
の
追
求

を
批
判
し
、
植
民
地
男
性
の
日
本
女
性
に
対
す
る
病
的
な
崇
拝
を
展
開
し

た
が
、「
美
人
局
」
は
、
俯
瞰
的
な
帝
国
地
理
の
空
間
に
お
い
て
、
植
民

地
主
義
的
な
幻
想
と
ハ
ニ
ー
ト
ラ
ッ
プ
を
利
用
し
、
当
時
と
し
て
は
、
性
、

情
欲
、
肉
体
に
つ
い
て
の
描
写
が
非
常
に
露
骨
な
物
語
を
編
ん
だ
の
だ
っ

た
。
頼
慶
は
、
彼
の
「
エ
ロ
」「
グ
ロ
」
現
象
が
氾
濫
す
る
東
京
の
乱
雑

な
世
相
、
お
よ
び
植
民
地
主
義
的
な
性
癖
に
対
す
る
風
刺
を
、「
肉
感
」

溢
れ
る
筆
法
に
よ
っ
て
表
現
し
、
ポ
ル
ノ
感
に
あ
ふ
れ
た
こ
の
小
説
は
、

初
め
て
美
術
記
者
と
し
て
招
請
さ
れ
た
林
錦
鴻
の
挿
絵
を
配
し
て
、
読
者

に
視
覚
的
、
生
理
的
な
刺
激
を
与
え
た
の
だ
っ
た
。

「
美
人
局
」
は
特
殊
で
は
あ
っ
た
が
、
特
例
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
三

年
五
月
以
降
の
新
民
報
を
繰
る
と
、
文
化
的
、
生
活
的
な
も
の
と
、
娯
楽

的
な
も
の
の
双
方
を
考
慮
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
漢
文
欄
と
日
文
欄

の
ど
ち
ら
も
挿
絵
、
写
真
、
美
術
作
品
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
上
海
、
東

な
い
頼
慶
は
、
東
京
旅
行
の
経
験
を
基
に
し
て
、
旅
程
の
特
徴
を
詳
細
に

描
き
出
し
て
い
る
。
ま
ず
、
客
船
は
下
関
に
到
着
す
る
前
、
荒
波
す
さ
ぶ

玄
界
灘
を
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
船
酔
い
を
経
た
後
、
さ
ら
に
「
門
司

連
絡
船
」
に
乗
り
継
ぎ
、
門
司
へ
と
到
着
す
る
。
そ
し
て
門
司
か
ら
汽
船

に
乗
り
換
え
る
と
別
の
景
観
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
静
か
で
凪
ぐ
瀬
戸
内

海
は
旅
の
疲
れ
を
払
い
去
り
、
曇
り
の
な
い
鏡
の
よ
う
な
風
景
は
気
持
ち

を
愉
快
に
し
、
一
晩
の
平
穏
な
船
旅
の
後
、
汽
船
は
明
け
方
に
神
戸
港
に

到
着
す
る
。

　

中
村
は
、
船
客
が
警
戒
心
を
解
く
最
後
の
旅
程
で
、
リ
ン
ゴ
を
分
け
与

え
る
機
に
乗
じ
て
大
学
時
代
の
女
郎
買
い
の
経
験
を
大
げ
さ
に
話
し
、
資

元
と
の
距
離
を
縮
め
る
。
彼
は
赤
い
リ
ン
ゴ
を
剥
き
な
が
ら
、
資
元
が
赤

い
頰
の
日
本
娘
が
と
て
も
美
し
い
と
賛
嘆
す
る
の
を
聞
く
。
中
村
は
資
元

の
内
地
女
性
に
対
す
る
「
変
態
的
性
欲
」
を
か
ら
か
い
な
が
ら
、
巧
み
に

自
分
の
妹
が
「
流
行
を
追
い
か
け
過
ぎ
る
は
す
っ
ぱ
な
娘
で
あ
り
、
ど
ん

な
男
と
で
も
親
し
く
な
り
深
い
関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
」
こ
と
を
話
題
に

す
る
。
そ
れ
は
資
元
の
宗
主
国
の
女
性
に
対
す
る
崇
拝
に
さ
ら
に
モ
ダ
ン

ガ
ー
ル
が
性
に
対
し
て
開
放
的
で
あ
る
と
い
う
幻
想
を
加
え
て
、
ま
す
ま

す
欲
情
さ
せ
る
。
彼
の
眼
に
は
、
中
華
美
人
も
台
湾
美
人
も
、
日
本
美
人

に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
っ
た
。
神
戸
上
陸
後
、
彼
は
案
の
定
無
邪
気
で
大

胆
な
百
合
子
に
夢
中
に
な
る
。
百
合
子
は
東
海
道
本
線
の
夜
行
列
車
の
薄

暗
い
雰
囲
気
の
中
で
、
自
ら
の
獲
物
に
桃
色
の
網
を
か
け
る
の
だ
っ
た
。
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年
四
月
に
、「
台
湾
で
始
め
て
の
新
聞
連
載
長
編
小
説
」
と
銘
打
っ
て
、

単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
し
て
続
く
第
二
弾
が
林
敬
璋
の
「
歎
き

の
白
鳥
」
で
あ
り
、
第
三
弾
が
頼
慶
の
「
女
性
の
悲
曲
」
で
あ
っ
た
。
中

文
欄
に
お
い
て
は
さ
ら
に
早
く
か
ら
本
島
作
家
の
中
編
小
説
の
連
載
が
始

ま
っ
て
お
り
、
一
九
三
三
年
四
月
に
陳
泗
汶
「
情
愛
的
月
份
牌
」
が
世
に

出
、
五
月
に
は
頼
慶
の
「
美
人
局
」
が
出
現
し
た
。
そ
の
他
に
現
存
す
る

作
品
と
し
て
、
林
越
峰
の
「
最
後
的
喊
声
」
と
簡
進
発
の
「
革
児
」
が
あ

り
、
短
編
方
面
と
な
る
と
数
え
き
れ
な
い
。
頼
慶
を
は
じ
め
、
林
煇
焜
、

雞
籠
生
、
簡
進
発
、
陳
鏡
波
、
林
敬
璋
、
陳
泗
汶
、
郭
水
潭
、
楊
守
愚
、

林
越
峰
ら
は
、
同
じ
く
『
台
湾
新
民
報
』
日
刊
初
期
の
代
表
的
な
作
家
で

あ
っ
た
が
、
楊
守
愚
、
林
越
峰
ら
ベ
テ
ラ
ン
を
の
ぞ
く
と
、
頼
慶
ら
は
み

な
新
鋭
で
あ
っ
た
。

　

新
聞
連
載
小
説
は
、
新
民
報
文
芸
欄
の
モ
ダ
ン
化
の
顕
著
な
指
標
で
あ

り
、
特
に
長
編
が
注
目
さ
れ
る
が
、
文
壇
の
評
価
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
。

当
時
新
民
報
台
北
本
社
の
取
材
記
者
で
あ
っ
た
劉
捷
は
唯
一
大
衆
文
学
の

角
度
か
ら
、
頼
慶
に
高
い
評
価
を
与
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
頼
慶

氏
（
北
屯
）
は
台
湾
の
菊
池
寛
を
以
て
自
他
共
に
許
し
て
ゐ
る
。
努
力
の

人
長
谷
川
海
太
郎
、
そ
つ
ち
除
け
の
精
力
家
で
あ
る
ら
し
い（

6
）」
と
書
い

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
劉
捷
は
個
別
の
作
家
に
的
確
な
評
価
を
与
え

て
い
る
も
の
の
、
新
民
報
文
芸
欄
に
対
し
て
は
、「
郷
土
文
学
」
の
大
義

名
分
に
よ
っ
て
不
適
切
な
概
括
を
あ
た
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

京
、
欧
米
の
流
行
情
報
、
男
女
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
た
大
衆
小
説
、
裸
女

像
を
含
む
現
代
美
術
、
日
本
語
の
外
来
語
新
語
の
大
量
使
用
な
ど
は
、
現

代
感
と
洋
風
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
誌
面
や
ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
が
少
な
く
、
機
能
が
単
一
的
で
、
海
外
的
な
感
覚
に
欠
け
る
『
新

高
新
報
』（
略
称
：
新
高
報
）
や
『
南
瀛
新
報
』（
略
称
：
南
瀛
報
）
な
ど

の
週
刊
文
芸
欄
を
対
照
的
に
見
劣
り
す
る
も
の
と
し
て
し
ま
っ
た
。
モ
ダ

ン
化
は
、
日
刊
化
か
ら
一
年
後
、
現
代
副
刊
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
新
民

報
文
芸
欄
の
最
も
顕
著
な
特
徴
と
な
っ
た
。

　

一
九
三
二
年
五
月
三
一
日
ま
で
の
新
民
報
文
芸
欄
は
週
刊
時
代
か
ら
続

く
中
国
の
新
文
芸
を
転
載
紹
介
し
、
日
本
の
左
翼
文
学
動
向
に
関
心
を
払

う
と
い
っ
た
伝
統
を
保
持
し
て
い
た
。
惜
し
む
ら
く
は
、
日
文
欄
に
連
載

さ
れ
た
「
島
の
子
た
ち
」（
一
九
三
二
・
四
・
一
八
〜
五
・
一
七
）、
楊
逵

の
「
新
聞
配
達
夫
」（
一
九
三
二
・
五
・
一
九
〜
不
詳
）
が
、
題
材
が
社

会
主
義
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
し
て
発
禁
処
分
に
遭
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
新
民
報
文
芸
欄
は
島
内
読
者
や
知
識
人
の
期
待
に
応
え
つ
つ
、
警
務

局
か
ら
の
検
閲
制
度
に
よ
る
警
告
に
も
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た

め
一
九
三
二
年
七
月
前
後
に
転
回
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
胆

な
新
人
の
起
用
と
い
う
突
破
的
な
試
み
は
、「
台
湾
人
式
の
新
聞
小
説
」

を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
第
一
弾
が
林
煇
焜
の
小
説
『
争
へ
ぬ
運
命
』
で
あ

っ
た（

5
）。
新
民
報
社
政
治
部
長
の
呉
三
連
か
ら
の
招
請
を
受
け
て
執
筆
さ

れ
た
こ
の
小
説
は
、
一
九
三
二
年
七
月
か
ら
半
年
間
連
載
さ
れ
る
と
、
翌
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台
湾
新
民
報（
週
刊
）

彩
帛
店
顧
店
口

綿
布
問
屋
の
従
業
員

台
湾
新
民
報（
日
刊
、
現
在
）
潚
洒
漂
亮
的
會
社
員

時
代
尖
端
的
摩
登
男

上
品
で
小
き
れ
い
な

通
勤
族

流
行
り
の
男
性

台
湾
新
民
報（
日
刊
、
未
来
）
紳
章
賜
佩
的
候
補
者

準
名
士

　

頼
慶
は
、
大
衆
小
説
を
研
究
し
、
小
説
に
よ
っ
て
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
を
批

判
し
た
が
、
彼
の
企
図
は
誤
っ
て
邪
道
に
入
っ
た
と
見
な
さ
れ
、
大
衆
文

学
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
推
進
す
る
新
民
報
も
す
ぐ
に
モ
ダ
ン
ボ
ー

イ
の
悪
評
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
民
報
は
最
大
の
本
土
文
芸
の

園
地
を
開
い
た
が
、
い
か
に
か
つ
て
の
新
文
学
運
動
に
お
け
る
指
導
的
地

位
を
維
持
す
る
か
？

い
か
に
最
大
多
数
の
読
者
大
衆
を
獲
得
す
る
か
？

左
傾
化
か
右
傾
化
か
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
や
郷
土
文
学
か
そ
れ
と
も
大

衆
文
学
か
？

そ
れ
ら
は
す
で
に
新
聞
社
が
主
観
的
に
決
定
で
き
る
問
題

で
は
な
か
っ
た
。
当
局
の
「
左
を
抑
圧
し
て
俗
を
揚
げ
る
」
と
い
う
検
閲

管
理
の
下
、
新
民
報
社
は
モ
ダ
ン
化
の
外
套
を
着
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
頼
慶
も
ま
た
こ
の
新
聞
の
文
芸
欄
同
様
、
自
ら
の
道
と
戦
略
を

さ
が
し
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
、
我
々
は
こ
の
作
家

を
知
る
こ
と
か
ら
、
一
九
三
〇
年
代
の
文
学
場
に
お
け
る
分
離
と
結
合
の

暗
号
を
さ
が
し
求
め
た
い
。

そ
の
当
時
大
衆
文
学
が
望
ま
し
く
な
い
方
向
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

　

文
学
者
は
ど
の
よ
う
に
モ
ダ
ン
化
を
扱
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

早
く
も

一
九
三
二
年
九
月
に
は
、
モ
ダ
ン
化
と
い
う
新
し
い
方
向
は
受
け
入
れ
難

い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
作
家
が
存
在
し
た
。
郭
秋
生
は
、「
我
々
の
唯

一
の
言
論
機
関
が
、
も
は
や
時
代
の
最
先
端
の
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
週
刊
新
民
報
の
最
後
の
一
日
に
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」（7
）と
指
摘
し
た
。
左
傾
化
路
線
と
い
う
袋

小
路
に
入
り
込
ん
だ
後
、
郷
土
文
学
と
大
衆
文
学
は
新
民
報
文
芸
欄
の
二

大
方
向
性
と
な
っ
た
が
、
郷
土
文
学
の
主
張
者
で
あ
っ
て
も
大
衆
文
学
が

「
台
湾
の
喉
舌
」
と
な
る
と
い
う
言
説
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
日

刊
文
芸
欄
の
世
俗
に
媚
び
る
方
向
性
は
、
彼
に
「
モ
ダ
ン
化
＝
反
動
落

伍
」
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
を
導
き
出
さ
せ
た
。
彼
が
描
き
出
し
た
「
モ
ダ
ン

ボ
ー
イ
」
の
豹
変
史
は
、
当
時
の
作
家
た
ち
の
普
遍
的
な
失
落
感
を
叫
び

出
し
た
も
の
で
筆
者
が
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

雑
誌
新
聞
の
発
展
史

比
喩（
台
湾
話
文
）

語
義

台
湾
青
年（
月
刊
雑
誌
）

看
牛
囝
仔

小
牧
童

台
湾（
月
刊
雑
誌
）

司
仔
工

小
丁
稚

台
湾
民
報（
半
月
刊
、
旬
刊
、

週
刊
）

仔
店
的
小
辛
勞

雑
貨
店
の
小
店
員
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め
に
第
二
回
と
第
四
回
は
全
編
削
除
に
遭
っ
て
い
る（

11
）。
一
九
三
〇
年
か

ら
一
九
三
四
年
、
台
湾
で
は
日
本
の
郷
土
教
育
運
動
の
影
響
を
受
け
て
郷

土
誌
を
出
版
す
る
ブ
ー
ム
が
現
れ
た
が（

12
）、
頼
慶
は
北
屯
公
学
校
の
校
長

が
主
宰
す
る
計
画
に
参
加
し
て
い
る
。
一
九
三
二
年
一
二
月
に
『
北
屯
庄

郷
土
誌
』
が
出
版
さ
れ
、
彼
が
執
筆
し
た
個
所
は
一
割
を
占
め
、
さ
ら
に

そ
の
多
く
が
実
地
調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
清
代
漢
籍
の
整
理
な
ど
が
求

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（

13
）。

　

郷
土
誌
の
編
纂
は
頼
慶
の
郷
土
意
識
を
刺
激
し
、
自
聯
幹
部
と
し
て
、

政
治
運
動
及
び
中
部
の
住
民
に
広
く
接
触
さ
せ
た
。
一
九
三
〇
年
八
月
、

台
湾
民
衆
党
右
派
分
子
は
別
に
台
湾
地
方
自
治
聯
盟
を
つ
く
り
、
州
市
街

庄
レ
ベ
ル
の
地
方
自
治
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。「
祖
国

派
」
や
「
台
湾
革
命
派
／
台
湾
共
産
党
」
に
対
し
て
、
自
聯
は
、
島
内
の

社
会
改
革
を
と
お
し
て
民
族
文
化
の
活
力
を
維
持
す
る
「
待
機
派
」
に
類

別
さ
れ（

14
）、
成
立
後
、
た
び
た
び
孫
文
の
「
農
工
扶
助
」
路
線
を
と
る
民

衆
党
お
よ
び
共
産
主
義
系
の
台
湾
文
化
協
会
、
台
湾
農
民
組
合
な
ど
の
左

翼
団
体
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
が
、
一
九
三
一
年
以
降
は
む
し
ろ
合
法
運

動
を
推
進
で
き
る
数
少
な
い
団
体
で
あ
っ
た
。
頼
慶
が
自
聯
に
加
入
し
た

時
期
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
一
九
三
二
年
の
時
点
で
す
で
に
主
要
な
幹
部

で
あ
り
、
そ
の
年
の
五
月
に
成
立
し
た
台
湾
全
土
一
五
支
部
の
一
つ
で
あ

る
北
屯
支
部
の
主
幹
と
し
て
、
二
四
四
人
の
盟
員
を
率
い
て
お
り
、
北
屯

支
部
は
、
台
北
、
南
投
、
台
中
支
部
と
い
っ
た
支
部
に
次
ぐ
活
発
な
支
部

三
　
頼
慶
と
は
誰
か
？
　

―
　

『
台
湾
新
民
報
』
日
刊
作
家

　

頼
慶
と
は
誰
か
？

一
九
八
一
年
に
書
か
れ
た
四
百
字
程
度
の
簡
単
な

紹
介
以
外
に（

8
）、
学
術
界
は
彼
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
な
い
。
筆

者
の
調
査
に
よ
る
と
、
頼
慶
は
台
中
州
大
屯
郡
北
屯
庄
の
出
身
で
、
一
九

二
二
年
三
月
に
台
北
師
範
学
校
本
科
国
語
部
を
卒
業
し
て
い
る（

9
）。
生
没

年
は
不
詳
だ
が
、
一
九
〇
二
年
、
一
九
〇
三
年
前
後
の
生
ま
れ
と
推
測
で

き
る
。
一
九
二
二
年
か
ら
、
霧
峰
公
学
校
、
大
里
公
学
校
、
軍
功
公
学
校

大
分
教
場
、
北
屯
公
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る（

10
）。
一
九
三
〇
年
四
月

に
教
職
を
辞
す
る
と
、
一
度
東
京
を
巡
り
、
日
本
へ
赴
き
文
芸
を
学
ぶ
可

能
性
を
模
索
す
る
が
、
最
終
的
に
経
済
的
事
情
を
考
慮
し
島
内
で
努
力
す

る
こ
と
を
選
択
す
る
。
頼
慶
の
作
家
人
生
は
わ
ず
か
三
年
あ
ま
り
と
短
い

が
、
作
品
を
集
中
し
て
発
表
す
る
な
ど
、
驚
く
べ
き
活
力
を
み
せ
て
い
る
。

一
九
三
一
年
七
月
か
ら
一
九
三
四
年
一
〇
月
ま
で
、
筆
者
が
発
見
し
た
作

品
は
、
長
編
小
説
が
一
編
、
中
編
小
説
が
一
編
、
短
編
小
説
八
編
、
雑
論

一
〇
編
、
図
書
紹
介
二
編
、
随
筆
二
編
、
郷
土
誌
一
本
の
計
二
五
種
で
あ

る
。
頼
慶
の
学
術
界
で
よ
く
知
ら
れ
た
作
品
は
少
な
く
、
い
ま
だ
多
く
の

作
品
が
未
発
掘
の
ま
ま
で
あ
る
（「
附
表
一
」
を
参
照
）。

　

一
九
三
一
年
、
頼
慶
の
最
も
早
い
公
刊
さ
れ
た
作
品
「
闘
争
意
識
」
は

新
民
報
週
刊
に
発
表
さ
れ
、
社
会
的
弱
者
の
児
童
の
学
業
中
断
問
題
を
検

討
し
た
が
、
そ
う
し
た
テ
ー
マ
を
描
く
尺
度
を
掌
握
し
て
い
な
か
っ
た
た
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数
百
か
ら
一
、
二
千
部
の
新
文
学
雑
誌
に
比
べ
、
日
刊
の
影
響
力
は
圧
倒

的
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
五
月
か
ら
翌
年
ま
で
続
い
た
「
美
人
局
」

「
女
性
の
悲
曲
」
は
、
画
家
の
林
錦
鴻
、
顔
水
龍
の
挿
絵
を
配
し
、
長
い

期
間
文
芸
欄
の
焦
点
と
な
り
、
頼
慶
も
一
躍
著
名
な
大
衆
作
家
と
な
っ
た
。

『
台
湾
新
民
報
』
は
自
聯
旗
下
の
新
聞
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
三
年
七
月

二
三
日
の
改
組
後
の
自
聯
は
、
運
動
を
強
化
す
る
目
標
の
た
め
、
台
中
市

「
楽
舞
台
」
に
お
い
て
「
全
島
住
民
中
部
大
会
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に

政
論
演
説
会
を
開
催
し
た
。
前
の
週
に
は
台
中
州
各
地
で
宣
伝
ビ
ラ
三
千

枚
、
台
中
市
で
は
二
千
枚
を
ま
き
、
二
三
日
午
後
、
葉
栄
鐘
が
開
会
を
宣

言
し
、
楊
肇
嘉
を
議
長
に
推
す
と
、
弁
士
一
五
名
が
席
に
着
き
一
〇
分
間

ず
つ
演
説
を
お
こ
な
っ
た
。
多
く
の
弁
士
は
演
説
中
に
止
め
ら
れ
た
が
、

聴
衆
は
九
五
〇
名
に
も
達
し
、
人
数
は
最
多
と
な
り
最
も
成
功
し
た
も
の

の
一
つ
と
な
っ
た（

18
）。
頼
慶
は
「
最
後
の
五
分
間
」
と
題
し
た
演
説
を
お

こ
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
こ
そ
ま
さ
に
「
美
人
局
」
の
連
載
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
頼
慶
は
文
芸
欄
の

モ
ダ
ン
化
の
順
風
の
船
に
間
に
合
い
幸
運
に
も
有
名
と
な
っ
た
新
人
で
は

な
く
、
政
治
的
立
場
や
運
動
の
経
歴
か
ら
み
る
な
ら
、
彼
も
ま
た
ま
ぎ
れ

も
な
い
「
台
湾
新
民
報
日
刊
作
家
」
の
一
人
な
の
で
あ
っ
た
。

『
民
衆
法
律
』
月
刊
は
、
頼
慶
が
法
律
小
説
と
い
う
奇
怪
で
つ
か
み
ど
こ

ろ
の
な
い
作
品
を
と
お
し
て
法
律
の
常
識
を
普
及
す
る
園
地
で
あ
っ
た
。

頼
慶
は
一
九
三
三
年
五
、
六
月
か
ら
「
争
屍
」
を
発
表
し
始
め
、
男
性
の

で
あ
っ
た（

15
）。

　

一
九
三
二
年
七
月
一
九
日
、
自
聯
は
全
島
巡
回
演
説
会
を
竹
山
に
お
い

て
開
始
し
、
当
地
の
信
仰
の
中
心
で
あ
る
媽
祖
廟
前
で
「
政
談
大
演
説

会
」
を
開
催
し
た
。
頼
慶
は
弁
士
を
つ
と
め
、
楊
肇
嘉
、
葉
栄
鐘
、
張
景

源
、
洪
元
煌
ら
自
聯
の
リ
ー
ダ
ー
に
従
っ
て
赴
い
て
い
る
。
そ
の
晩
は
約

五
百
人
前
後
の
民
衆
が
集
ま
っ
た
が
、
突
然
、
文
化
協
会
や
農
民
組
合
の

会
員
ら
が
会
場
で
反
対
の
ビ
ラ
千
枚
を
ま
き
、「
自
聯
を
打
倒
す
る
歌
」

を
歌
い
、
弁
士
を
侮
辱
す
る
な
ど
、
大
声
で
騒
ぎ
立
て
た（

16
）。
妨
害
者
た

ち
は
取
り
締
ま
ら
れ
た
が
、
講
演
者
の
情
緒
と
予
定
の
議
題
は
乱
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
聴
衆
は
黙
り
こ
く
り
、
洪
元
煌
や
頼
慶
の
演
説
は
中
止
と
な

り
、
最
後
に
ド
タ
バ
タ
劇
と
し
て
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
な

ど
、
全
く
の
失
敗
と
い
え
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

一
九
三
二
年
頼
慶
は
科
学
普
及
の
短
文
、
図
書
紹
介
、
文
壇
へ
の
提
言

を
発
表
し
始
め
る
と
同
時
に
、『
台
湾
新
民
報
』『
台
湾
新
聞
』
文
芸
欄
に

お
い
て
、
頼
明
宏
、
陳
鏡
波
ら
と
台
湾
の
女
性
問
題
に
つ
い
て
論
争
す
る

な
ど
し（

17
）、
文
壇
で
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
三
三
年
三

月
、
頼
慶
は
新
民
報
に
「
骸
の
恋
」
を
発
表
す
る
と
、
次
々
と
小
説
を
発

表
し
出
す
。
二
年
間
に
一
〇
編
の
小
説
を
発
表
し
、
そ
の
う
ち
六
編
が
新

民
報
に
掲
載
さ
れ
た
。
毎
日
の
発
行
数
が
二
万
三
千
部
前
後
で
、
一
九
三

四
年
に
は
三
万
部
を
突
破
し
た
新
民
報
日
刊
は
、
頼
慶
の
最
も
主
要
な
舞

台
と
な
り
、
彼
の
六
割
を
こ
え
る
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
発
行
数
が
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頼
明
弘
ら
十
数
名
の
作
家
が
編
集
に
名
を
連
ね
た
が（

19
）、
頼
慶
は
ま
た
も

編
集
業
務
に
参
加
せ
ず
、
作
品
も
発
表
せ
ず
、
完
全
に
消
息
を
絶
つ
。
そ

し
て
、
一
九
三
七
年
六
月
以
降
、
同
誌
の
停
刊
に
と
も
な
い
、
頼
慶
の
名

は
文
壇
か
ら
跡
形
も
な
く
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、

頼
慶
は
後
に
「
北
屯
信
用
販
売
購
買
組
合
」
で
職
に
就
く
が
、
一
九
四
二

年
三
月
に
離
職
し
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
不
明
で
あ
る（

20
）。

　

一
九
三
三
年
七
月
二
一
日
、
新
高
報
は
彼
が
執
筆
し
た
「
休
夏
中
的
留

学
生
」
と
い
う
一
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
日
本
の
各
レ
ベ
ル

の
学
校
の
台
湾
人
留
学
生
の
人
数
を
紹
介
し
、
夏
期
に
中
国
、
日
本
か
ら

台
湾
へ
戻
る
留
学
生
が
約
千
名
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
は
そ
う
し

た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
「
浪
漫
学
生
」
が
「
海
外
で
流
行
す
る
不
良
な
気

風
を
台
湾
に
お
い
て
伝
播
さ
せ
、
モ
ダ
ン
で
流
行
の
行
為
で
あ
る
と
し
」、

社
会
問
題
を
生
ん
で
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
留
学
生
が
夏
休
み
を

利
用
し
て
演
説
会
を
開
催
し
、
島
内
を
視
察
旅
行
し
、
名
士
を
訪
ね
る
な

ど
、
彼
ら
に
台
湾
の
問
題
を
研
究
し
、
台
湾
の
実
情
に
適
し
た
学
問
を
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
と
建
議
し
て
い
る（

21
）。
こ
の
短
い
批
評
は
「
美
人
局
」

の
創
作
意
図
を
告
白
す
る
ご
と
き
も
の
で
、
頼
慶
は
、
台
湾
の
上
層
階
級

の
青
年
の
頹
廃
し
た
生
活
と
精
神
的
な
欠
落
を
か
ら
か
い
、
支
配
民
族
の

巧
み
な
強
奪
や
道
徳
の
貧
窮
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
出
し
た
の
だ
っ
た
。

大
衆
文
学
の
形
式
に
よ
っ
て
「
美
人
局
」
の
批
判
的
な
意
図
は
露
骨
に
な

ら
な
か
っ
た
が
、
作
者
の
真
剣
な
創
作
動
機
と
社
会
的
視
点
は
疑
う
余
地

異
性
変
身
譚
「
活
け
る
屍
」、
東
京
行
き
を
諦
め
る
ま
で
の
葛
藤
を
描
い

た
随
筆
「
僕
の
悩
み
」
と
続
々
と
作
品
を
発
表
す
る
。
同
じ
年
の
九
月
に
、

頼
慶
は
同
雑
誌
の
嘱
託
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
が
、
頼
明
弘
、
林
越
峰
が
相

次
い
で
新
高
報
に
引
き
抜
か
れ
る
と
、
一
〇
月
か
ら
主
筆
と
し
て
改
め
て

招
聘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
七
月
二
二
日
に
頼
明
弘
が
新
高
報
に
入

っ
た
と
き
、
頼
慶
も
嘱
託
記
者
と
し
て
招
聘
さ
れ
て
い
る
が
、
著
作
物
は

少
な
く
、
任
期
も
不
明
で
あ
り
、
後
に
文
芸
欄
の
編
集
に
昇
進
し
た
頼
明

弘
と
は
比
ぶ
べ
く
も
な
い
。
ま
た
、『
民
衆
法
律
』
の
職
に
も
頼
慶
は
そ

の
年
の
年
末
ま
で
就
い
た
だ
け
で
あ
る
。

　

一
九
三
四
年
五
月
六
日
、
第
一
回
全
島
文
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
、
台
湾

文
芸
聯
盟
（
略
称
：
文
聯
）
が
成
立
す
る
と
、
頼
慶
の
文
壇
で
の
地
位
は

頂
点
に
達
し
た
。
頼
慶
を
は
じ
め
、
頼
明
弘
、
張
深
切
、
何
集
璧
、
林
越

峰
、
黄
再
添
ら
が
文
聯
の
主
要
な
推
進
者
で
あ
っ
た
。
当
日
は
七
〇
名
近

い
文
芸
関
係
者
が
出
席
し
、
頼
慶
は
台
中
駅
で
文
学
者
の
友
人
ら
を
出
迎

え
、
大
会
で
は
開
会
の
辞
を
読
み
上
げ
、
張
深
切
が
大
会
の
準
備
の
経
過

を
報
告
し
、
頼
明
弘
が
会
員
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
全
島
で
一
五
名
の
執

行
委
員
が
選
出
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
常
務
委
員
五
名
を
推
挙
し
、
頼
慶
、

頼
和
、
張
深
切
、
頼
明
弘
、
何
集
璧
ら
が
選
ば
れ
た
。

　

た
だ
、
文
聯
成
立
後
、
頼
慶
は
運
営
業
務
と
編
集
業
務
に
参
加
せ
ず
、

『
台
湾
文
芸
』
に
も
発
表
し
て
い
な
い
。
一
九
三
五
年
五
月
文
聯
は
分
裂

し
、
一
二
月
楊
逵
が
別
に
『
台
湾
新
文
学
』
を
創
刊
し
、
頼
慶
、
頼
和
、
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総
督
府
は
本
土
メ
デ
ィ
ア
を
抑
圧
し
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
二
年
の

間
に
島
内
週
刊
お
よ
び
内
地
日
刊
の
台
湾
号
外
の
発
行
を
許
可
し
た
が
、

そ
れ
ら
は
新
民
報
と
競
合
関
係
に
あ
り
、
妨
害
と
な
っ
た（

22
）。
李
承
機
は

総
督
府
に
よ
る
「
新
聞
を
以
て
新
聞
を
治
す
る
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
統
治

戦
略
を
提
示
し
て
い
る
が
、
本
節
で
は
頼
慶
を
例
に
そ
の
戦
略
が
効
を
奏

し
た
の
も
、
左
翼
進
歩
的
言
説
が
言
論
界
の
前
衛
を
占
め
、
台
湾
民
族
運

動
陣
営
に
お
い
て
左
右
に
よ
る
闘
争
が
続
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
い
。

　

頼
慶
は
早
く
も
文
聯
成
立
当
初
か
ら
、
張
深
切
と
の
間
に
溝
を
生
ん
で

い
た
。
台
湾
文
化
協
会
（
一
九
三
三
・
一
〇
〜
一
九
三
五
・
一
）
の
創
刊

号
『
第
一
線
』「
文
壇
ス
ヾ
メ
」
に
は
、
頼
慶
が
、『
台
湾
文
芸
』「
喫
煙

室
」
が
「
口
吃
、
破
靴
、
破
帽
子
（
吃
音
、
破
れ
靴
、
破
れ
帽
子
）」
と

い
う
文
章
を
揶
揄
し
た
こ
と
に
憤
慨
し
て
文
聯
と
絶
交
し
た
と
記
載
さ
れ

て
い
る（

23
）。
一
九
三
五
年
二
月
、
張
深
切
は
「
編
輯
後
記
」
で
弁
明
を
公

開
し
、
頼
慶
が
病
気
に
か
か
っ
た
数
ヶ
月
の
状
況
を
説
明
し
て
い
る
が（

24
）、

彼
が
頼
慶
を
批
判
し
た
の
は
一
度
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
頼
慶
の
作
品

が
表
題
に
驚
か
さ
れ
る
だ
け
で
実
際
の
内
容
は
平
凡
で
あ
っ
て
白
話
文
も

上
手
く
な
い
な
ど
と
酷
評
し
て
い
る（

25
）。

　

張
深
切
よ
り
前
に
も
、
一
九
三
二
年
七
月
、
文
壇
に
登
場
し
た
ば
か
り

の
頼
慶
は
論
争
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
頼
明
弘
の
批
判
を
受
け
て
い
る
。

頼
明
弘
は
、『
曉
鐘
』『
台
湾
文
学
』
が
「
台
湾
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」

も
な
い
。

　

頼
慶
の
文
芸
活
動
は
、
郷
土
誌
の
編
纂
や
社
会
運
動
、
記
者
の
仕
事
の

間
に
織
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
書
斎
型
の
作
家
で
も
な
け
れ

ば
、
商
業
流
行
作
家
で
も
な
く
、
文
学
を
社
会
実
践
の
手
段
と
す
る
島
内

作
家
の
一
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
新
人
作
家
か
ら
文
聯
の
推
進
者
へ
と
、

彼
の
急
速
な
台
頭
の
理
由
に
は
、
個
人
の
努
力
の
ほ
か
、
新
民
報
と
自
聯

が
彼
に
も
た
ら
し
た
文
芸
資
本
と
社
会
資
本
を
小
さ
く
見
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
彼
が
受
け
た
批
評
、
文
を
棄
て
商
に
つ
い
た
結
末
も
ま
た
、
彼

が
背
負
っ
た
「
新
民
報
日
刊
作
家
」
と
い
う
刻
印
と
関
係
が
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
後
退
期
に
、
新
民
報
お
よ
び
そ
の
文
芸
欄

の
右
傾
化
に
対
す
る
批
判
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
に
よ
っ
て
、
同
志
を

結
集
さ
せ
、
再
び
陣
容
を
整
え
る
最
も
よ
い
言
説
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
で

あ
っ
た
。

四
　
左
右
身
処
し
難
し
　

―
　

文
聯
の
成
立
と
再
分
裂

　

頼
慶
の
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
は
、
左
翼
戦
線
お
よ
び
週
刊
紙
の
新
民
報
に

対
す
る
排
斥
と
関
係
が
あ
る
。
李
承
機
は
新
民
報
日
刊
が
批
判
を
受
け
た

原
因
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、
日
刊
と
週
刊
と
で
は
メ

デ
ィ
ア
の
性
質
が
異
な
り
、
新
民
報
日
刊
が
「
評
論
中
心
」
か
ら
「
報
道

中
心
」
へ
と
転
換
し
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
を
失
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
第
二
に
、
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九
三
二
・
二
）
お
よ
び
そ
の
後
身
で
あ
る
『
南
海
文
学
』（
一
九
三
三
・
一

〇
〜
？
）
を
高
く
評
価
し
、「
台
湾
を
啓
蒙
し
よ
う
と
す
る
文
化
」
と
し
て

『
フ
ォ
ル
モ
サ
』
を
紹
介
し（

29
）、
ま
た
力
を
入
れ
て
毓
文
が
主
編
を
つ
と

め
る
『
先
発
部
隊
』（
一
九
三
四
・
七
）
を
推
薦
し
た（

30
）。
つ
ま
り
、
そ
れ

ら
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
一
員
あ
る
い
は
友
軍
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
た
だ
新
民
報
が
「
霧
峰
系
収
租
派
的
社
会
主
義
者
」
で
あ
る
と
嘲
り

を
受
け
、『
南
音
』
が
そ
の
「
手
下
」
と
し
て
嘲
笑
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た（

31
）。

　

一
九
三
三
年
以
降
、
頼
明
弘
の
新
高
文
芸
欄
と
『
台
湾
文
芸
』
に
お
け

る
地
位
は
日
増
し
に
重
要
と
な
っ
た
。
毓
文
は
か
つ
て
、
人
は
張
深
切
、

頼
明
弘
、
頼
慶
を
「
文
聯
の
三
羽
ガ
ラ
ス
」
と
呼
ん
だ
が
、
実
際
に
は
張

深
切
、
頼
明
弘
、
張
星
建
、
徐
玉
書
こ
そ
が
本
当
の
「
四
大
柱
」
で
あ
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る（

32
）。
ま
と
め
る
と
、
頼
慶
の
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
は
病

気
の
ほ
か
文
聯
の
核
心
的
分
子
と
の
間
の
派
閥
争
い
と
関
係
が
あ
っ
た
の

だ
。
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
四
年
の
間
、
頼
慶
が
受
け
た
批
判
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
立
場
を
自
任
す
る
作
家
や
記
者
が
新
高
報
を
陣
地
と
し
て
、

新
民
報
お
よ
び
自
聯
を
背
景
に
持
つ
作
家
を
排
斥
し
た
こ
と
を
は
っ
き
り

と
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
頼
明
弘
、
張
深
切
は
み
な
『
台
湾
文
芸
』
の
主
宰

者
で
あ
り
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
新
高
文
芸
欄
お
よ
び
『
台
湾
文
芸
』
で
編

集
業
務
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
一
新
聞
一
雑
誌
は
ち
ょ
う
ど
新
民
報
文
芸

欄
の
主
要
な
批
判
者
で
あ
っ
た
。

　

日
本
人
資
本
の
『
新
高
新
報
』
は
、
新
民
報
日
刊
の
激
烈
な
反
対
者
の

を
代
表
し
、『
台
湾
新
民
報
』
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
」
を
代
表
す
る
と
、

文
壇
の
二
大
陣
営
を
描
き
出
し
、
暗
に
頼
慶
に
「
投
降
」
を
す
す
め
た（

26
）。

彼
は
絶
え
ず
「
我
々
の
文
学
」「
我
々
の
大
衆
文
学
」「
労
働
者
の
よ
き
伴

侶
で
あ
る
大
衆
文
学
」
な
ど
の
言
葉
遣
い
で
、『
台
湾
文
学
』『
曉
鐘
』
以

来
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
系
譜
を
強
調
し
た
。
彼
が
新
民
報
を
批
判
す

る
と
き
、「
恋
愛
信
箱
（
恋
愛
私
書
箱
）」
は
再
度
標
的
と
な
っ
た
。
ま
た

「
台
湾
話
文
の
実
験
場
」
を
自
負
す
る
『
南
音
』
も
彼
に
よ
っ
て
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
文
学
の
屍
」「
御
用
文
学
の
残
滓
」
な
ど
の
非
難
を
受
け
て
い
る
。

彼
は
、
自
然
主
義
、
ロ
マ
ン
主
義
、
自
由
主
義
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
は
、
い
ず
れ
も
我
々
の
文
学
で
は
な
い
と
し
、「
我
々
の
唯
一
の

文
学
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
あ
る
」
と
言
明
し
た
。
彼
の
論
旨
は
、
ま

ず
「
我
々
の
」
活
動
の
舞
台
を
う
ち
建
て
、
そ
し
て
『
台
湾
新
民
報
』
と

『
南
音
』
を
打
倒
す
る
こ
と
に
あ
っ
た（

27
）。

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」
と
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
」
の
対
立
構
図
の
下
、

頼
明
弘
か
ら
「
我
々
の
毓
文
」
と
称
さ
れ
た
廖
漢
臣
、
ま
た
「
我
々
台
湾

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
」
で
あ
る
文
苗
（
朱
点
人
）
も
相
次
い
で
頼
慶
を

批
判
し
た（

28
）。
頼
明
弘
か
ら
「
同
志
」
と
呼
ば
れ
た
林
越
峰
は
、
当
時
数

少
な
い
新
高
報
と
同
時
に
新
民
報
で
も
活
躍
し
た
作
家
で
あ
り
、
頼
慶
を

批
判
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
毓
文
と
と
も
に
新
高
報
に
集
め
ら
れ
、

一
九
三
三
年
一
二
月
一
日
か
ら
漢
文
支
社
の
記
者
を
務
め
始
め
て
い
る
。

頼
明
弘
は
新
高
文
芸
欄
に
お
い
て
『
台
湾
文
学
』（
一
九
三
一
・
八
〜
一
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新
高
報
を
例
に
す
る
と
、
新
任
の
主
筆
で
あ
っ
た
唐
澤
信
夫
は
「
台
湾

人
に
同
情
す
る
」
立
場
を
標
榜
し
、
台
湾
人
の
進
歩
作
家
の
た
め
に
ポ
ス

ト
を
獲
得
し
た
が
、
結
果
的
に
そ
れ
は
反
新
民
報
の
言
論
を
作
り
出
し
育

て
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
変
わ
り
な
く
な
っ
た
。
日
本
人
資
本
の
週
刊

刊
行
物
は
左
翼
言
論
を
黙
認
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
右
翼
の
民
族
運
動
陣
営

と
本
土
日
刊
を
攻
撃
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
台
湾
の
左
翼
人
士
は
週
刊
の
紙

面
を
利
用
し
て
、
左
翼
言
論
の
陣
地
を
再
建
し
た
の
で
あ
っ
た（

38
）。

『
新
高
新
報
』
文
芸
欄
は
常
に
情
緒
的
な
こ
と
ば
に
よ
っ
て
新
民
報
を
攻

撃
し
た
が
、
批
判
の
中
心
人
物
が
頼
明
弘
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
確
認
せ

ず
「
新
民
報
が
小
説
の
掲
載
を
止
め
た
理
由
は
原
稿
料
を
節
約
す
る
た
め

で
あ
る
」
と
い
っ
た
噂
を
掲
載
し
、
あ
る
い
は
「
台
湾
Ｘ
Ｘ
報
文
芸
欄
は
、

中
国
か
ら
剽
窃
し
て
き
た
茅
盾
の
『
騒
動
』
を
昨
日
掲
載
し
終
え
た
。

〔
…
…
〕
再
度
一
、
二
編
を
剽
窃
し
て
掲
載
す
る
こ
と
を
請
う
」
と
あ
ざ

け
っ
た
。
彼
は
新
民
報
を
「
三
流
新
聞
」
と
称
し
、
原
稿
料
が
わ
ず
か
で

あ
る
と
批
判
し
て
い
る（

39
）。

　

毓
文
は
新
高
報
に
入
っ
た
後
、
新
民
報
文
芸
欄
を
批
判
し
、
中
、
南
部

の
人
士
が
文
芸
団
体
を
組
織
し
、
北
部
の
既
存
の
団
体
「
台
湾
文
芸
協

会
」
と
提
携
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る（

40
）。
こ
れ
は
最
も
早
い
時
期
に

お
け
る
全
島
的
な
文
芸
組
織
を
公
に
提
唱
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
新

民
報
に
対
す
る
不
満
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

新
民
報
社
は
反
自
聯
／
反
新
民
報
の
気
運
の
下
結
集
し
た
文
聯
に
対
し

一
つ
で
あ
っ
た（

33
）。
同
紙
は
一
九
三
二
年
一
月
四
日
に
新
民
報
日
刊
が
許

可
を
得
た
消
息
を
発
表
し
た
時
か
ら
、
新
民
報
の
人
事
異
動
を
資
本
主
義

機
関
の
派
閥
争
い
と
解
読
し
て
い
る（

34
）。
四
月
一
四
日
、
日
刊
が
世
に
出

る
前
夜
、
同
紙
は
赤
道
報
社
、
工
友
総
聯
盟
台
南
区
、
赤
崁
労
働
青
年
会

が
「
台
湾
新
民
報
不
読
者
同
盟
」
の
準
備
会
を
開
催
し
た
と
囲
み
記
事
で

強
調
し
た（

35
）。
翌
年
三
月
、
自
聯
が
解
散
す
る
と
の
誤
伝
が
出
る
と
、
同

紙
は
土
着
資
本
主
義
機
関
の
動
向
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
は
無
関
係
で
あ

る
と
皮
肉
っ
て
い
る（

36
）。
ま
た
四
月
、
新
民
報
一
周
年
時
に
は
、
台
北
維

新
会
青
年
部
、
台
北
労
働
青
年
会
が
道
行
く
人
に
「
解
剖
台
湾
新
民
報

（
台
湾
新
民
報
を
解
剖
す
る
）」
と
い
う
ビ
ラ
を
配
っ
て
い
る
と
い
う
消
息

を
伝
え
て
い
る（

37
）。
類
似
し
た
マ
イ
ナ
ス
の
報
道
と
批
判
言
論
は
『
南
瀛

新
報
』
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

　

新
高
報
と
南
瀛
報
の
批
判
言
論
の
共
通
す
る
特
徴
は
、
台
湾
人
を
利
用

し
て
戦
線
の
矛
盾
を
左
右
し
、
反
自
聯
／
反
新
民
報
の
言
論
を
拡
大
伝
播

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
両
紙
の
自
聯
に
対
す
る
批
判
は
、
そ
れ
ら
の
新

民
報
に
対
す
る
批
判
と
表
裏
一
体
の
関
係
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
言
論
は

新
民
報
文
芸
欄
の
各
種
の
批
判
言
説
の
中
で
も
最
も
攻
撃
的
な
も
の
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
民
族
系
の
新
聞
雑
誌
の
発
展
を
嫌
っ
た
日
本
人
資
本
の
週

刊
刊
行
物
は
、
階
級
と
い
う
刃
を
利
用
し
、
台
湾
人
間
の
矛
盾
を
助
長
し

た
。
左
右
の
争
い
と
新
聞
業
の
利
益
の
争
い
は
、
そ
の
と
き
区
別
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
相
互
に
利
用
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
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民
報
を
「
我
々
の
文
芸
大
衆
化
の
園
地
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
は
っ
き
り
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
提
起
し
て
い
る（

46
）。

　

文
聯
が
反
新
民
報
言
説
を
利
用
し
て
文
芸
界
の
同
盟
を
達
成
し
た
際
に

効
を
奏
し
た
左
翼
の
御
旗
は
、「
大
衆
文
学
」
と
「
文
芸
大
衆
化
」
を
区

別
す
る
際
に
よ
い
効
果
を
発
揮
し
た
が
、
そ
の
後
文
聯
の
左
右
の
再
分
裂

を
導
い
た
。
張
深
切
と
楊
逵
の
「
文
芸
大
衆
化
」
に
対
す
る
認
識
に
は
違

い
が
あ
り
、
前
者
は
民
族
性
に
、
後
者
は
階
級
性
に
偏
向
し
、
文
聯
の
分

裂
を
導
い
た
の
だ
っ
た（

47
）。
こ
の
内
部
抗
争
に
お
い
て
、
島
内
の
農
工
運

動
の
中
か
ら
登
場
し
た
頼
明
弘
も
楊
逵
と
と
も
に
、
上
海
、
広
東
の
台
湾

革
命
派
運
動
に
出
自
を
も
つ
張
深
切
を
論
難
し
た
。

　

一
九
三
四
年
五
月
六
日
、
全
島
文
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
た
日
は
、
頼
慶

が
執
筆
し
た
日
文
小
説
「
迷
信

―
迷
信
の
打
破
は
第
二
世
か
ら
」
が
ち

ょ
う
ど
脱
稿
し
た
日
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
三
月
創
立
の
大
溪
革
新
会

は
迷
信
の
打
破
、
陋
習
の
改
良
を
目
的
と
し
て
、
創
立
三
周
年
の
際
に

『
革
新
』
専
刊
の
発
刊
を
計
画
し
、
李
献
璋
が
編
集
、
毓
文
（
廖
漢
臣
）

が
発
行
人
と
な
っ
て
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
に
発
行
し
た（

48
）。
頼
慶
が
旧

民
衆
党
系
統
の
雑
誌
の
招
請
を
受
け
た
と
い
う
一
事
を
、
彼
の
立
場
の
変

化
の
前
兆
と
見
な
す
こ
と
が
き
る
。
執
筆
停
止
の
前
年
、
彼
は
左
へ
の
路

線
調
整
を
試
み
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
四
年
七
月
の
現
存
す
る
最
後
の

作
品
「
文
芸
的
大
衆
化
怎
様
保
障
文
芸
家
的
生
活
（
文
芸
大
衆
化
は
い
か

に
文
芸
家
の
生
活
を
守
る
の
か
）」
の
中
で
は
、
新
民
報
文
芸
欄
の
方
向

て
当
初
は
無
警
戒
で
あ
り
、
社
説
に
お
い
て
も
「
組
織
的
な
文
芸
運
動
」

と
い
う
点
で
肯
定
的
で
あ
っ
た（

41
）。
し
か
し
、
す
ぐ
に
新
民
報
は
文
聯
の

反
対
傾
向
に
気
づ
き
、
そ
の
後
は
反
撃
す
る
言
論
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
例
え
ば
、
郭
水
潭
の
文
章
は
、
大
会
が
招
請
し
た
対
象
の
多
く
が

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
で
あ
る
の
に
、「
本
島
作
家
」
の
名
で
出
席
し
て
い
る

こ
と
は
厚
顔
無
恥
な
行
為
で
あ
り
、
ま
た
徒
に
時
間
を
消
耗
し
て
審
議
し

な
が
ら
、
集
団
的
な
討
議
を
経
て
い
な
い
聯
盟
の
組
織
章
程
も
実
質
的
な

意
味
が
な
い
と
は
っ
き
り
と
指
摘
し
て
い
る（

42
）。

　

両
者
の
摩
擦
は
文
聯
成
立
後
さ
ら
に
白
熱
化
し
、『
台
湾
文
芸
』
上
に

関
連
す
る
言
論
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
張
深
切
は
率
先
し
て
自
身

の
原
稿
が
削
ら
れ
、
文
聯
同
人
の
原
稿
が
着
服
さ
れ
た
と
公
に
し
た（

43
）。

　

Ｈ
Ｔ
生
は
、
台
湾
詩
歌
界
が
新
民
報
の
立
場
の
変
化
、
加
え
て
日
本
に

お
け
る
転
向
の
風
潮
の
衝
撃
に
よ
っ
て
泣
き
面
に
蜂
と
な
り
、
一
九
二
九

年
か
ら
一
九
三
〇
年
の
間
に
島
内
で
短
期
間
活
躍
し
た
左
翼
雑
誌
の
進
歩

作
家
の
転
向
を
導
い
た
と
言
及
し
て
い
る（

44
）。
そ
こ
で
言
及
さ
れ
る
「
熱

血
進
歩
作
家
」
と
は
そ
う
し
た
創
作
者
を
指
し
て
い
る
が
、
常
に
進
歩
分

子
が
当
時
の
共
産
主
義
、
社
会
主
義
、
孫
文
の
農
工
思
想
の
鼓
舞
を
受
け

た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
時
期
を
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」
と
「
文
芸
大
衆
化
」

の
輝
け
る
一
頁
と
見
な
し
、
拘
泥
し
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

毓
文
は
新
高
報
上
で
『
伍
人
報
』『
洪
水
報
』『
明
日
』『
赤
道
』
を
追
想

し
て
い
る（

45
）。
林
克
夫
も
「
転
向
」
の
錯
誤
を
清
算
す
る
た
め
、
ま
ず
新
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く
も
の
」
で
あ
り
、「
女
性
の
悲
曲
」
と
「
迷
信
」
は
ど
ち
ら
も
「
ブ
ル

小
説
の
し
り
馬
に
の
っ
た
も
の
」
と
結
論
づ
け
た（

52
）。
楊
逵
は
、「
両
極

端
を
行
う
二
つ
の
い
い
見
本
」
に
よ
っ
て
、
大
衆
文
芸
と
大
衆
文
学
と
の

差
異
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
頼
慶
の
大
作
は
そ
の
最
も
よ
い
反
面
教
師
と

な
っ
た
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
反
新
民
報
運
動
は
過

激
な
行
動
の
後
、
次
第
に
文
芸
欄
に
お
け
る
言
論
戦
へ
と
転
化
し
た
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
進
歩
言
説
の
下
、
新
民
報
は
自
聯
と
関
係
す
る
企
業
の
性
質
、

そ
し
て
報
道
中
心
の
メ
デ
ィ
ア
的
形
態
か
ら
、
か
つ
て
の
本
島
人
の
進
歩

メ
デ
ィ
ア
を
代
表
す
る
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
た
な
商
業

戦
略
を
立
て
、
そ
れ
に
連
関
し
て
そ
の
文
芸
欄
の
方
向
性
に
も
影
響
が
及

ん
だ
の
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
新
高
文
芸
欄
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
立
場
の
本

島
人
を
用
い
、
自
ら
を
進
歩
的
な
位
置
に
置
く
と
、
新
民
報
に
「
資
本
主

義
新
聞
」「
資
本
家
の
言
論
工
場
」「
土
豪
劣
紳
の
御
用
雑
誌
」
と
い
う
反

動
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
た
。「
文
芸
大
衆
化
」
と
い
う
考
え
は
、
文
聯
成
立

大
会
に
お
い
て
広
く
注
目
さ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
で
あ
れ
、
郷
土
文

学
者
で
あ
れ
、
み
な
農
工
運
動
と
共
に
闘
う
と
い
う
共
通
認
識
を
は
っ
き

り
と
示
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
刊
新
民
報
は
力
及
ば
ず
そ
の
動

向
に
応
え
ら
れ
ず
、
そ
の
文
芸
欄
は
大
衆
化
の
手
段
と
し
て
郷
土
文
学
お

よ
び
大
衆
文
学
を
展
開
し
た
が
、
郷
土
文
学
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
批

判
を
受
け
、
読
者
を
獲
得
す
る
た
め
の
大
衆
文
学
も
ま
た
郷
土
文
学
を
失

を
反
省
し
、
大
衆
文
学
に
満
足
し
な
い
心
情
も
露
に
し
て
い
る（

49
）。
し
か

し
な
が
ら
、
彼
の
識
字
階
層
を
対
象
と
し
た
創
作
の
方
向
性
と
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
作
家
の
間
に
は
、
一
す
じ
の
溝
が
存
在
し
た
。
彼
は
『
台
湾
文
芸
』

の
主
宰
者
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り
左
路
線

の
『
台
湾
新
文
学
』
の
創
刊
者
で
あ
る
楊
逵
の
批
判
も
受
け
た
。
そ
し
て

一
九
三
四
年
の
年
末
か
ら
一
九
三
五
年
の
初
め
、
頼
慶
が
重
病
で
あ
っ
た

数
ヶ
月
間
も
、
彼
に
と
っ
て
文
聯
か
ら
の
排
斥
と
左
か
ら
の
批
判
を
受
け

た
苦
々
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。

　

頼
明
弘
や
張
深
切
と
異
な
り
、
か
つ
て
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の

洗
礼
を
受
け
て
い
た
楊
逵
は
、
反
新
民
報
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸

理
論
の
源
流
と
セ
ク
ト
を
弁
別
、
紹
介
す
る
こ
と
に
尽
力
し
、
そ
の
中
か

ら
台
湾
の
現
実
的
要
請
に
見
合
っ
た
文
芸
大
衆
化
理
論
を
う
ち
建
て
よ
う

と
し
た（

50
）。
一
九
三
四
年
の
年
末
楊
逵
は
幾
度
か
頼
慶
の
作
品
に
論
及
し
、

「
女
性
の
悲
曲
」、
呉
希
聖
の
「
豚
」
と
自
身
の
「
新
聞
配
達
夫
」
は
す
べ

て
論
及
に
値
す
る
そ
の
年
の
作
品
で
あ
る
と
認
め
て
い
る（

51
）。
彼
は
頼
慶

と
自
ら
の
小
説
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
比
較
評
価
し
て
い
る
。
第
一
グ
ル

ー
プ
は
同
じ
く
新
民
報
に
連
載
さ
れ
た
大
衆
啓
蒙
小
説
「
女
性
の
悲
曲
」

と
「
新
聞
配
達
夫
」
で
あ
り
、
第
二
グ
ル
ー
プ
が
『
革
新
』
か
ら
依
頼
さ

れ
た
短
編
小
説
「
霊
籤
（
お
み
く
じ
）」
と
「
迷
信
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
霊
籤
」
と
「
新
聞
配
達
夫
」
は
ど
ち
ら
も
「
プ
ロ
小
説
中
の
先
端
を
行
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ン
化
は
、
新
民
報
が
圧
力
に
満
ち
た
背
景
下
に
お
け
る
反
応
で
あ
り
、
そ

れ
は
郷
土
文
学
と
同
じ
く
新
民
報
の
大
衆
化
し
た
思
考
下
の
産
物
で
あ
っ

た
が
、
郷
土
文
学
と
比
べ
て
さ
ら
に
当
時
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
、
郷
土
文
学
か
ら
大
衆

文
学
と
い
う
ス
ペ
ク
ト
ル
の
中
で
、
頼
慶
は
最
も
右
側
に
い
た
。
彼
が
高

騰
暴
落
し
た
事
例
は
、
左
の
輿
論
と
異
な
る
総
督
府
の
検
閲
、
そ
し
て
新

興
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
外
部
か
ら
の
挑
戦
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
お
り
、
そ

れ
は
民
族
内
部
か
ら
新
民
報
の
経
営
者
お
よ
び
そ
の
作
家
に
脅
迫
感
を
も

た
ら
し
た
。
双
方
と
も
文
芸
欄
を
左
右
が
論
争
す
る
戦
場
と
な
し
、
最
終

的
に
新
民
報
文
芸
欄
を
次
第
に
大
衆
文
学
の
代
表
的
な
園
地
へ
と
転
形
さ

せ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
方
で
よ
り
多
く
の
大
衆
文
学
や

消
費
文
化
の
生
産
を
リ
ー
ド
し
た
が
、
他
方
で
反
対
者
の
結
集
を
刺
激
し
、

文
聯
が
創
立
さ
れ
て
『
台
湾
文
芸
』
が
発
行
さ
れ
、
ま
た
そ
の
中
か
ら
分

裂
し
て
『
台
湾
新
文
学
』
が
生
ま
れ
、
台
湾
最
後
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
文
芸

運
動
が
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

望
さ
せ
、
極
左
、
半
左
か
ら
の
罵
声
が
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
。

　

郭
水
潭
が
言
う
よ
う
に
、
台
湾
に
お
い
て
は
ま
さ
に
「
左
右
身
処
し
難

し
」
で
あ
っ
た
。
日
刊
新
民
報
が
、
一
九
二
〇
年
代
の
新
文
化
運
動
の
旗

手
、
新
文
学
の
揺
籃
と
い
う
評
判
か
ら
多
く
の
人
々
か
ら
指
弾
さ
れ
る

「
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
」
へ
と
失
墜
し
た
こ
と
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
が
自
聯

派
を
排
斥
し
た
と
い
う
背
景
の
下
に
発
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。
広
く
知
ら

れ
て
い
た
頼
慶
は
異
な
る
系
統
の
作
家
ら
の
議
論
を
招
き
、
左
の
言
説
の

中
に
立
脚
で
き
な
か
っ
た
彼
は
、
没
落
の
一
途
を
た
ど
る
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
「
新
民
報
作
家
」
か
ら
見
え
る
の
は

戦
場
の
ご
と
き
、
一
九
三
〇
年
代
台
湾
の
文
学
場
に
お
け
る
再
編
と
再
分

化
と
い
う
複
数
の
力
の
交
戦
の
様
相
で
あ
っ
た
。

五
　
結
論

　

頼
慶
は
、
大
衆
作
家
で
あ
る
と
と
も
に
行
動
派
作
家
で
も
あ
っ
た
。
頼

慶
の
台
頭
は
、
日
刊
新
民
報
の
大
衆
文
学
戦
略
の
結
果
で
あ
っ
た
。
モ
ダ
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附
表
一：

頼
慶
著
作
目
録
初
編
（
一
九
三
一
―
一
九
三
四
）　

柳
書
琴
編

文
の
種
類

タ
イ
ト
ル

　

★
未
発
掘　

☆
不
完
全

発
表
場
所

刊
行
・
掲
載
状
況

随
筆
二
編

☆
闘
争
意
識
（
一
〜
四
）

台
湾
新
民
報

一
九
三
一
年
七
月
二
五
日
、
第
一
三
面
。
八
月
八
日
、
第
一
五
面
。

　

僕
の
悩
み

民
衆
法
律

　
（
台
中
：
民
衆
法
律
新
報
社
）
第
二
巻
九
号
、
一
九
三
三
年
九
月
、
四
八
―
五
一
頁
。

郷
土
誌
一
種

土
地
開
発
、
庄
治
変
遷
、
名
勝

旧
跡
、
地
名
由
来
、
教
育
義
会
、

学
校
教
育
沿
革
、
庄
内
保
甲

北
屯
庄
郷
土
誌

　
（
臺
中
：
北
屯
公
學
校
）

一
九
三
二
年
一
二
月
。

雑
論
一
〇
編

☆
趣
味
之
科
学
（
二
）

台
湾
新
民
報

一
九
三
二
年
五
月
二
五
日
、
第
一
一
面
。

★
台
湾
文
学
的
展
望

台
湾
新
民
報

一
九
三
二
年
、
日
付
不
明
。

★
愛
的
問
題

台
湾
新
民
報

一
九
三
二
年
、
日
付
不
明
。
八
月
以
前
の
は
ず
。

★
可
憐
啊
！

女
性

台
湾
新
民
報

同
右
。

★
標
題
不
明

台
湾
新
聞

文
芸
欄
、
日
付
不
明
。

☆
姓
名
縦
横
談
（
一
、
四
）

台
湾
新
民
報

一
九
三
三
年
六
月
二
六
日
、
第
六
面
。
七
月
七
日
、
第
六
面
。

　

休
夏
中
的
留
学
生

新
高
新
報

一
九
三
三
年
七
月
二
一
日
、
第
一
三
面
。

答
点
人
先
生
的
「
争
屍
」
的

批
評

新
高
新
報

一
九
三
三
年
七
月
二
一
日
、
第
一
三
面
。
七
月
二
八
日
、
第
一
四
面
。

★
我
対
文
芸
大
会
之
管
見

台
湾
新
民
報

一
九
三
四
年
五
月
、
日
付
不
明
。

文
芸
的
大
衆
化
怎
樣
保
障
文

芸
家
的
生
活

先
發
部
隊

　
（
臺
北
：
臺
灣
文
藝
協
會
）

創
刊
号
、
一
九
三
四
年
七
月
、
五
―
七
頁
。

図
書
紹
介

二
編

　

童
話
読
本

台
湾
新
民
報

一
九
三
三
年
一
一
月
一
九
日
、
第
四
面
。
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童
話
読
本

台
湾
新
民
報

一
九
三
三
年
一
一
月
二
六
日
、
第
三
面
。

小
説
一
〇
編

★
骸
の
恋

台
湾
新
民
報

一
九
三
三
年
三
月
一
四
日
、
紙
面
不
明
。

★
ス
リ
二
重
奏

台
湾
新
民
報

一
九
三
三
年
、
日
付
不
明
。

☆
美
人
局

台
湾
新
民
報

現
存
す
る
の
は
第
一
―
四
四
回
（
第
三
八
、
三
九
回
が
欠
）、
一
九
三
三
年
五

月
一
一
日
―
七
月
八
日
。
第
四
五
回
以
降
は
新
聞
紙
が
存
在
せ
ず
。

☆
争
屍
（
上
、
下
）

民
衆
法
律

　
（
台
中
：
民
衆
法
律
新
報
社
）
第
二
卷
五
、
六
号
、
一
九
三
三
年
五
、
六
月
、
五
五
―
五
九
頁
。（
上
）
は
存

在
せ
ず
。

　

活
け
る
屍

民
衆
法
律

第
二
卷
七
号
、
一
九
三
三
年
七
月
、
六
〇
―
七
〇
頁
。

★
夜
驚

台
湾
新
民
報

一
九
三
三
年
、
日
付
不
明
。

☆
女
性
の
悲
曲

台
湾
新
民
報

現
存
す
る
の
は
第
二
五
―
八
一
回
（
第
四
二
回
が
欠
）、
一
九
三
三
年
九
月
一

日
―
一
一
月
二
〇
日
、
第
八
一
回
以
降
は
新
聞
紙
が
存
在
せ
ず
。

　

妾
御
難

フ
ォ
ル
モ
サ

　
（
東
京
：
台
湾
芸
術
研
究
会
）
第
二
号
、
一
九
三
三
年
一
二
月
、
五
八
―
六
七
頁
。

★
色
餓
鬼

台
湾
新
民
報

不
明
。

迷
信
：
迷
信
打
破
は
第
二
世

か
ら

革
新
（
大
漢
：
大
溪
革
新
会
）

一
九
三
四
年
一
〇
月
、
八
九
―
一
〇
一
頁
。
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（
1
）
幸
い
存
在
す
る
部
分
は
次
の
も
の
を
含
む
：
一
、
中

島
利
郎
寄
贈
『
一
九
三
三
年
台
湾
新
民
報
（
一
九
三

三
・
五
・
二
―
一
一
・
三
〇
）』（
台
南
：
国
立
台
湾

文
学
館
・
国
立
文
化
資
産
保
存
研
究
中
心
籌
備
処
、

二
〇
〇
一
年
）、
デ
ジ
タ
ル
資
料
。
二
、
楊
肇
嘉
寄

贈
、
李
承
機
主
編
『
六
然
居
存
日
刊
台
湾
新
民
報
社

説
輯
録
一
九
三
二
―
一
九
三
五
』（
台
南
：
国
立
台

湾
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）、
デ
ジ
タ

ル
資
料
。
三
、
楊
肇
嘉
寄
贈
、
李
承
機
主
編
『
日
刊

台
湾
新
民
報
創
始
初
期
（
一
九
三
二
・
四
・
一
五
―

五
・
三
一
）』（
台
南
：
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
、
二

〇
〇
八
年
七
月
）
デ
ジ
タ
ル
資
料
。

（
2
）
李
承
機
「
台
湾
近
代
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
序
説

―
植

民
地
と
メ
デ
ィ
ア
」（
東
京
：
東
京
大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科
博
士
論
文
、
二
〇
〇
四
年
五
月
）。李

承
機
「
植
民
地
台
湾
「
與
論
戦
線
」
之
変
遷

―

〈
與
論
〉
両
義
性
的
矛
盾
与
「
台
湾
人
唯
一
之
言
論

機
関
」
的
困
境
」『
六
然
居
存
日
刊
台
湾
新
民
報
社

説
輯
録
一
九
三
二
―
一
九
三
五
』、
デ
ジ
タ
ル
資
料
。

李
承
機
「
日
本
植
民
地
統
治
下
「
台
湾
人
唯
一
之
言

論
機
関
」
的
「
苦
闘
」

―
日
刊
『
台
湾
新
民
報
』

創
始
初
期
史
料
解
題
」『
日
刊
台
湾
新
民
報
創
始
初

期
（
一
九
三
二
・
四
・
一
五
―
五
・
三
一
）』、
デ
ジ

タ
ル
資
料
参
照
。

（
3
）
吉
開
右
志
太
著
、
黄
得
峰
訳
『
台
湾
海
運
史
』（
台

北
：
国
史
館
台
湾
文
献
館
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）、

八
四
頁
。

（
4
）
追
風
「
彼
女
は
何
処
へ
？

悩
め
る
若
き
姉
妹
へ
」

『
台
湾
』
三
：
四
―
七
、
一
九
二
二
年
七
―
一
〇
月

（
5
）
林
煇
焜
『
争
へ
ぬ
運
命
』（
台
北
：
台
湾
新
民
報
社
、

一
九
三
三
年
四
月
）。

（
6
）
劉
捷
「
一
九
三
三
年
の
台
湾
文
学
界
」『
フ
ォ
ル
モ

サ
』
二
、
一
九
三
三
年
一
二
月
、
三
三
―
三
四
頁

（
7
）
無
署
名
「
糞
屑
船
」『
南
音
』
一
：
一
一
、
一
九
三

二
年
九
月
、
九
―
一
〇
頁

（
8
）
鍾
肇
政
、
葉
石
濤
編
『
光
復
前
台
湾
文
学
全
集
三
：

豚
』（
台
北
：
遠
景
、
一
九
八
一
年
九
月
）、
三
四
五

頁

（
9
）「
大
正
九
年
後
卒
業
の
各
科
部
」『
台
北
市
師
範
学
校

創
立
三
十
週
年
紀
念
写
真
帖
』（
台
北
：
台
北
師
範

学
校
、
一
九
二
六
年
一
〇
月
）。

（
10
）『
台
湾
総
督
府
及
所
属
官
署
職
員
録
』（
台
北
：
台
湾

時
報
発
行
所
、
一
九
二
二
―
一
九
二
九
年
度
）
を
参

照
。

（
11
）「
闘
争
意
識
（
一
）」（『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
一
年

七
月
二
五
日
）、
第
一
三
面
。「
闘
争
意
識
（
二
）」

（『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
一
年
八
月
八
日
）、
第
一

五
面

（
12
）
許
佩
賢
「「
愛
郷
心
」
と
「
愛
国
心
」
の
交
錯

―

一
九
三
〇
年
代
前
半
台
湾
に
お
け
る
郷
土
教
育
運
動

を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
台
湾
学
会
報
』
一
〇
、
二
〇

〇
八
年
五
月
）、
三
―
四
頁
、
一
〇
頁
を
参
照
。

（
13
）
宮
島
虎
雄
編
『
郷
土
誌
』（
台
中
：
北
屯
公
学
校
、

一
九
三
二
年
一
二
月
）
を
参
照
。

（
14
）
若
林
正
丈
『
台
湾
抗
日
運
動
史
研
究
』（
台
北
：
播

種
者
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
一
七
一
―
一
八
一
頁
、

二
四
六
―
二
五
〇
頁
を
参
照
。

（
15
）
台
湾
総
督
府
警
務
局
編
『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌

（
三
）』（
台
北
：
南
天
書
局
復
刻
、
一
九
九
五
年
六

月
）、
五
六
四
―
五
六
六
頁
を
参
照
。

（
16
）「
台
湾
自
聯
到
竹
山
演
講
、
文
協
農
組
較
鬧
」（『
台

湾
日
日
新
報
』
一
九
三
二
年
七
月
一
九
日
）、
四
面

（
17
）
そ
の
当
時
の
『
台
湾
新
民
報
』
と
『
台
湾
新
聞
』
は

皆
存
在
し
な
い
。
本
稿
は
頼
慶
「
対
最
近
文
壇
上
的

感
想
（
一
）」（『
新
高
新
報
』
一
九
三
二
年
八
月
二

六
日
）、
第
一
七
面
、
お
よ
び
毓
文
「
同
好
者
的
面

影
（
一
）」（『
台
湾
新
文
学
』
一
：
二
、
一
九
三
六

年
三
月
）、
九
〇
―
九
二
頁
を
参
照
。

（
18
）『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
（
三
）』、
五
六
六
―
五

七
〇
頁
を
参
照
。

（
19
）「
台
湾
新
文
学
社
大
綱
」（『
台
湾
新
文
学
』
創
刊
号
、

一
九
三
五
年
一
二
月
）、
一
頁

（
20
）
張
頼
玉
廉
『
挹
青
吟
草
：
張
頼
玉
廉
詩
集
』（
台
中
：

晨
星
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）、
二
一
五
頁
を
参
照
。

（
21
）
頼
慶
「
休
夏
中
的
留
学
生
」（『
新
高
新
報
』
一
九
三

三
年
七
月
二
一
日
）、
第
一
三
面

（
22
）
李
承
機
「
日
本
植
民
地
統
治
下
「
台
湾
人
唯
一
之
言

論
機
関
」
的
「
苦
闘
」」、
一
三
―
一
五
頁
、
二
二
―

二
三
頁
、
三
〇
頁

（
23
）「
文
壇
ス
ヾ
メ
」（『
第
一
線
』
創
刊
号
、
一
九
三
四

年
一
二
月
）、
七
頁

（
24
）「
編
輯
後
記
」（『
台
湾
文
芸
』
二
：
二
、
一
九
三
五

年
二
月
）、
一
四
九
頁

（
25
）
楚
女
「
評
『
先
発
部
隊
』」（『
台
湾
文
芸
』
創
刊
号
、

註
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一
九
三
四
年
一
一
月
）、
七
頁

（
26
）
明
弘
「
対
最
近
文
壇
上
的
感
想
（
一
）」（『
新
高
新

報
』
一
九
三
二
年
八
月
二
六
日
）、
第
一
七
面

（
27
）
明
弘
「
対
最
近
文
壇
上
的
感
想
（
二
）」（『
新
高
新

報
』
一
九
三
二
年
九
月
一
六
日
）、
第
一
九
面

（
28
）
頼
慶
「
答
点
人
先
生
的
「
争
屍
」
的
批
評
」（『
新
高

新
報
』
一
九
三
三
年
七
月
二
一
日
、
七
月
二
八
日
）、

第
一
三
面
、
第
一
四
面

（
29
）「
文
芸
春
秋
」（『
新
高
新
報
』
一
九
三
三
年
九
月
八

日
、
九
月
一
五
日
、
一
〇
月
六
日
）、
第
一
五
面
、

第
一
八
面
、
第
一
五
面

（
30
）「
新
刊
介
紹
」（『
新
高
新
報
』
一
九
三
四
年
七
月
二

七
日
）、
第
一
五
面

（
31
）
黄
邨
城
「
談
談
「
南
音
」」（『
台
北
文
物
』
三
：
二
、

一
九
五
四
年
八
月
）、
五
六
―
六
二
頁

（
32
）
毓
文
「
同
好
者
的
面
影
（
一
）」、
九
一
―
九
二
頁

（
33
）
陳
淑
容
『
一
九
三
〇
年
代
郷
土
文
学
／
台
湾
話
文
論

争
及
其
余
波
』（
台
南
：
台
南
市
立
図
書
館
、
二
〇

〇
四
年
一
二
月
）、
二
四
二
―
二
四
五
頁

（
34
）「
台
湾
内
閣
の
置
土
産
？

潮
に
乗
る
新
民
報
許
可

理
由
」（『
新
高
新
報
』
一
九
三
二
年
一
月
一
四
日
）、

第
三
面

（
35
）「
台
湾
新
民
報
不
読
者
同
盟
籌
備
会
」（『
新
高
新
報
』

一
九
三
二
年
四
月
一
四
日
）、
第
一
四
面

（
36
）「
冷
言
」（『
新
高
新
報
』
一
九
三
三
年
三
月
一
〇
）、

第
一
一
面
。

（
37
）「
台
湾
新
民
報
不
読
者
同
盟
籌
備
会
」（『
新
高
新
報
』

一
九
三
二
年
四
月
一
四
日
）、
第
一
四
面
、
お
よ
び

「
解
剖
新
民
報
」（『
新
高
新
報
』
一
九
三
三
年
四
月

二
一
日
）、
第
一
一
面

（
38
）
劉
捷
は
唐
澤
の
主
筆
に
つ
い
て
肯
定
的
に
評
価
し
て

い
る
が
、
筆
者
は
そ
の
よ
う
に
考
え
な
い
。
劉
捷
著
、

林
曙
光
訳
『
台
湾
文
化
展
望
』（
高
雄
：
春
暉
、
一

九
九
四
年
一
月
）、
一
―
二
頁
、
一
八
八
―
一
八
九

頁
、
李
承
機
「
日
本
植
民
地
統
治
下
「
台
湾
人
唯
一

之
言
論
機
関
」
的
「
苦
闘
」」、
一
三
頁
、
一
九
頁
を

参
照
。

（
39
）
弘
「
文
芸
春
秋
」（『
新
高
新
報
』
一
九
三
三
年
九
月

二
二
日
、
一
〇
月
二
七
日
）、
第
一
五
面
、
第
一
五

面

（
40
）
毓
文
「
就
一
九
三
三
年
的
文
壇
説
幾
句
笨
話
」（『
新

高
新
報
』
一
九
三
四
年
一
月
一
日
）、
第
四
五
面

（
41
）「
台
湾
文
芸
的
革
新
運
動

―
対
文
芸
大
会
希
望
」

（『
台
湾
新
民
報
』
一
九
三
四
年
五
月
六
日
）、
何
面

か
は
不
明
。

（
42
）
郭
水
潭
「
台
湾
文
芸
大
会
印
象
記
」（『
郭
水
潭
集
』）

一
六
八
―
一
七
一
頁

（
43
）
張
深
切
「
文
聯
報
告
書
」（『
台
湾
文
芸
』
二
：
一
、

一
九
三
四
年
一
二
月
）、
八
―
九
頁

（
44
）
Ｈ
Ｔ
生
「
詩
歌
的
批
評
及
其
問
題
的
二
、
三
」（『
台

湾
文
芸
』
二
：
四
、
一
九
三
五
年
四
月
）、
一
〇
〇

―
一
〇
二
頁

（
45
）
毓
文
「
萎
微
不
振
的
文
学
運
動
与
瀰
漫
於
作
物
的
頹

廃
思
想
」（『
新
高
新
報
』
一
九
三
三
年
一
月
二
七

日
）、
第
一
八
面

（
46
）
林
克
夫
「
清
算
過
去
的
誤
謬

―
確
立
大
衆
化
的
根

本
問
題
」（『
台
湾
文
芸
』
創
刊
号
、
一
九
三
四
年
一

二
月
）、
一
八
―
二
〇
頁

（
47
）
趙
勲
達
『『
台
湾
新
文
学
』（
一
九
三
五
―
一
九
三

七
）
定
位
及
其
抵
殖
民
精
神
研
究
』（
台
南
：
台
南

市
立
図
書
館
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）、
一
四
、
四

四
頁

（
48
）
李
献
璋
編
『
革
新
』（
台
北
：
大
溪
革
新
会
、
一
九

四
四
年
一
〇
月
）。

（
49
）
頼
慶
「
文
芸
的
大
衆
化
怎
様
保
障
文
芸
家
的
生
活
」

（『
先
発
部
隊
』
創
刊
号
、
一
九
三
四
年
七
月
）、
五

―
七
頁

（
50
）
白
春
燕
「
普
羅
文
学
理
論
転
換
期
的
驍
将
楊
逵

―

一
九
三
〇
年
代
台
、
日
普
羅
文
学
思
潮
之
越
境
交

流
」
東
海
大
学
日
本
文
学
専
攻
修
士
論
文
、
二
〇
一

二
年
六
月
を
参
照
。

（
51
）
楊
逵
「
台
湾
文
壇
一
九
三
四
年
の
回
顧
」（『
台
湾
文

芸
』
二
：
一
、
一
九
三
四
年
一
二
月
）、
七
三
頁

（
52
）
楊
逵
「
霊
籤
と
迷
信

―
『
革
新
』
誌
上
に
お
け
る

楊
逵
氏
と
頼
慶
氏
」（『
楊
逵
全
集
』
台
南
：
国
立
文

化
資
産
保
存
研
究
中
心
籌
備
処
、
二
〇
〇
一
年
一
二

月
）、
八
九
―
九
四
頁
。
初
出
は
『
台
湾
新
聞
』
一

九
三
四
年
一
一
月
（
散
逸
）


